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第 84 号

　10月２日(木)本会議終了後、尾﨑 寿一議長、工藤 

光志副議長及び各会派の代表者５名(蒔苗 博英議員、

坂本 崇議員、竹内 博之議員、千葉 浩規議員、佐藤 

哲議員)が、櫻田 宏市長へ鳥獣被害防止対策の強化を

求める要望書を提出しました。近年、鳥獣による農作

物や生活環境への影響が増大していることから、予防

的かつ早急な対策が必要と考え、令和８年度において

鳥獣被害防止対策に必要な予算を十分に確保し、実効

性のある施策を講じるよう市に対し要望しました。

青森県市議会議員研修会が開催されました

　10月８日(水)に青森県市議会議長会主催による青森

県市議会議員研修会がフォルトーナで開催され、県内

10市から約160名の市議会議員が参加し、当市議会から

24名が参加しました。

　研修会では「この街で夢をかなえる～地方活性化ア

イドル達の挑戦」と題して、有限会社リンゴミュー

ジック　代表取締役　樋川　新一氏による講演が行わ

れ、終了後には建設中の樋の口浄水場、弘前市りんご

公園を視察し、意見交換会も実施されました。

櫻田市長へ要望書を手渡しました

研修会の様子

　上の写真は、令和７年５月４日～６日に弘前市りんご公園で開催された弘前りんご花まつりの様子です。

　今年は青森県にりんごが植えられてから150周年の記念すべき節目の年「青森りんご植栽150周年」です。

　青森りんごを盛り上げるため、弘前りんご花まつりもタイアップ企画の一つとして実施されました。（市りんご課提供）
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令 和 ７ 年 第 ３ 回 定 例 会令 和 ７ 年 第 ３ 回 定 例 会

【会期：令和７年８月29日(金)～10月２日(木)】市長提出議案 24件

９月補正後の令和７年度予算

○弘前市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例案

家庭系廃棄物の収集場所廃棄物を持ち去る行為を規制するために罰則を設けるなど、所要の改正をしようとする

ものです。

条 例 の 改 正 ２件

■制限対象

　行政回収している全てのごみ

■罰則を設ける理由

　罰則がなければ条例違反行為が繰り返される

ことが懸念されるため、持ち去り行為を抑止

するために罰則を設けるもの。

※令和７年11月１日から適用。

＜運用及び罰則＞　以下の順序で運用

◆市民からの通報等
→行為者特定

◆警告に従わない ◆命令違反の繰り返し

①口頭による
　警告

②命令書
　発出

③２０万円以下
　の罰金

●令和７年度弘前市一般会計補正予算(第５号)

　クマ被害への緊急対策として、クマ捕獲用箱わな緊急購入事業費補助金

を計上するものです。 補正額　400万円

●令和７年度弘前市一般会計補正予算(第６号)

　はるか夢球場改修事業などに係る経費を計上するほか、宿泊税を活用し

た冬季間の誘客及び宿泊促進を図るためのイベント開催等に要する経費な

どを追加するものです。

　また、繰越明許費、債務負担行為及び地方債について所要の補正をするものです。補正額　10億8355万4千円

令和６年度決算審査

一般会計歳入歳出決算に対する討論

○反対の要旨　以下の理由で反対する。

・自治体の20業務を国が決めた仕様に統一する自治

　体情報システムの標準化は、住民サービスの後退や

　将来的に財政を圧迫する懸念がある

・宿泊者にとって新たな税負担となり、宿泊事業者に

　対しては過大な負担を強いることになる宿泊税導入

　には反対である

・市民の個人情報保護対策が極めて脆弱である

○賛成の要旨　以下の理由で賛成する。

・昨冬の豪雪の影響を受けた市民生活と命を守るため、

　除排雪経費の追加やりんご園地の雪害防止対策など、

的確な判断のもと全力で取り組んでいた

・実質公債費比率と将来負担比率はいずれも早期健全

　化基準を大きく下回り、良好な比率を維持している

・予算の執行は財政の健全性に留意し、市民サービス

　の維持向上を図るため、効率的に行われていた

 

歳入額 916億 211万4769円

歳出額 905億6217万9438円

繰越額  10億3993万5331円

一般会計　決算額
　令和７年第３回定例会中に行われた予算決算常任委員会では、令和６年

度弘前市一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介

護保険特別会計、水道事業会計、下水道事業会計の各決算等について審査

しました。

反対・賛成それぞれの立場の要旨を掲載します。

○人権擁護委員候補者の推薦について（３名）

　  大
おお

滝
たき

 次
つぎ

雄
お

 氏(再任）、大
おお

髙
たか

 義
よし

昭
あき

 氏(再任)、

人 事 案 件 １件 陳 情 ３件

○「高額療養費の自己負担引き上げの撤回を求める意見書」の

提出を求める陳情書

○弘南バス路線等に関する陳情書

○令和８年度私立幼稚園助成に関する陳情書

●令和７年度弘前市一般会計補正予算(第７号)

　従業員の賃上げを行う市内中小企業等に対し奨励金を交付するための経費を計上するほか、不具合が生じている

斎場の自家用発電設備の臨時対応に要する経費を追加するものです。

　また、繰越明許費について所要の補正をするものです。 補正額　 1億1493万8千円

※陳情書は議員に参考配付しました。

　  村
むら

上
かみ

 直
なお

弘
ひろ

 氏(新任）

議 員 発 議 １件

意 見 書

○西十和田トンネル (仮称 )の早期建設について

一般会計　 898億1666万1千円

（９月補正額  12億249万2千円）

特別会計　 420億8228万8千円

（９月補正額  12億8628万5千円)



一 般 質 問

ウオーターＰＰＰの導入について

■問 導入を想定している「管理・更新一

体マネジメント方式レベル3.5更新支援

型」の選定理由について伺う。

■答 市では、既存施設の状態把握を民間

技術の活用により加速化し、その結果に

基づく効率的な更新計画の策定に重点的

に取り組むことが可能なレベル3.5更新

支援型が、課題解消に最も適した手法で

あると判断した。

公共施設の貸館業務等について

■問 市長部局所管の３分の２以上の施設

は、市民が利用しやすい貸し方ができて

いない。問題解決には、１時間単位貸し

の導入が必要だと考えるが、市の見解は。

■答 現状は各施設で貸館の形態が異なっ

ており、市民にとって分かりづらく利用

しにくい面もあると考えられるため、各

施設の特性などもあるが、市民が利用し

やすい形態に改善していきたい。

プラスチック資源の分別について

■問 具体的な分別方法及び排出方法につ

いて問う。

■答 新たにプラスチック資源の区分を設

け、プラスチック素材のみでできている

ものは汚れを落としてもらい、また、従

前は大型ごみに分類されるプラスチック

製の衣装ケースや浴槽の蓋など一部の品

目に限っては、プラスチック資源として

分別することとなる。収集については、

週１回を予定しており、ごみを出す際に

は収集作業員が瞬時に識別できるよう無

色透明な袋で排出してもらうことを検討

している。従来のごみの分け方から細分

化するため、何よりも市民の皆様に分別

方法や排出方法を知っていただくことが

重要と捉えている。

〈その他の質問項目〉○道路環境整備事

業について  ○城北公園交通広場の再整

備事業について

志 村　 洋 子

松 橋　 武 史

今冬の雪対策について

■問 農道除雪の改善策について伺う。

■■答 今冬から、生産者目線に立った新た

な対策を行うこととし、例年１月下旬に

行う幹線農道除雪の業務委託契約を12月

中に行い、急な大雪にも速やかに対応で

きる体制を整備する。幹線農道除雪につ

いて３月中旬に完了することを目標とし、

除雪作業に遅れが生じることが見込まれ

る場合には、除雪業者が市直営路線の一

部を除雪し、生産者が計画的に作業に入

れるように対応していく。りんご生産者

が自ら行う農道除雪については、除雪距

離に応じて支給する新たな報奨金制度に

より体制を強化するほか、「農道除雪窓

口」を農村整備課内に設置し、生産者へ

のサービス向上に取り組んでいく。

〈その他の質問項目〉○当市における

「動物愛護管理法」に基づいた保護猫・

野良猫の支援策　○宿泊税の使い方

熊被害への対策について

■問 取組の現状について伺う。

■答 市では、熊被害対策の強化を図るこ

ととし、熊捕獲わなの購入補助金を新た

に創設するとともに、市の捕獲わなの追

加購入や侵入防止柵整備事業の補助率の

引上げ、ハンターへの熊捕獲報奨金や市

からの要請に基づき出動した際の手当の

増額、児童生徒の安全のため、全ての市

立小中学校に熊撃退スプレーの配備を

行っている。また、対策に当たる市職員

を１名増員したほか、農林部以外の市職

員も外勤する際にパトロールを行うなど、

全庁を挙げて対応を進めているところで

ある。市は、今回の熊出没状況等に対し、

災害時のような対応が必要と捉えており、

生産者、ハンター、警察、消防、農協等

の地域が一体となり、熊による被害防止

対策を迅速かつ効果的に進めていく。

〈その他の質問項目〉○弘南鉄道

野 村　 太 郎

蛯 名　 正 樹

ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

（創和・公明）

（ 櫻 鳴 会 ）

弘前市議会ホームページ　https://www.city.hirosaki.aomori.jp/gikai/
　
　

インターネットによるライブ中継・録画中継、
　　会議録検索システム、議会の日程など、
　　市議会の情報はこちらでご覧いただけます。

弘前市議会 インターネット中継

弘前市議会 会議録

検索

検索

（創和・公明）

（無所属(東雲)）
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質問・答弁の要約を掲載いたします。

※敬称略。(　)は所属会派。登壇順に記載。文責は質問者にあります。

※ＱＲコードを読み取ると、一般質問の録画映像を閲覧することができます。

一般質問の写真は、過去に撮影した写真も含めて使用しています。



掲載内容は一般質問の一部です。正確には会議録をご参照ください。会議録は、市立弘前図書館・市役所などで

閲覧できます。また、弘前市議会ホームページの会議録検索システムでもご覧いただけます。

段階的に進められており、地域クラブ活

動や習い事等、部活動以外の場所で活動

する子供たちが増えていると認識してい

るが、子供たち同士、保護者同士、ある

いは指導者との関わりの中で、トラブル

が発生する可能性があることも否定でき

ない。教育委員会では、小学生や中学生

に関わることは全て、教育センターの相

談支援チームが相談窓口となり、電話や

対面での相談を受け付けている。

星と森のロマントピアの今後について

■問 施設存続に対する検討状況を伺う。

■答 当該施設は、地域の方々や子育て世

帯等が気軽に利用でき、社会教育や小中

学校の修学旅行等に活用できる機能を有

するなど、公益性等が高いと認識してい

るが、管理運営に相当の経費を要し、大

規模改修も必要な状況。市では、近隣町

会や地域関係者等と意見交換を行うとと

もに、仮に財団が施設運営困難となった

場合の活用方法を、国の補助金や地方債

等の返還方法も踏まえ引き続き検討する。

今冬の除排雪計画について

■問 昨冬を踏まえた雪対策について伺う。

■答 「雪に関してどこの課に相談したら

よいか分からない」との声が寄せられ、

市では、問合せ窓口の一本化を検討中。

市民、事業者、行政が一体となり効果的

な雪対策の実現を目指し、市民が安心し

て冬を過ごせるよう全力で取り組む。

史跡津軽氏城跡弘前城跡整備計画

■問 進捗状況と次期計画について問う。

■答 二の丸利活用施設として弘前城情報

館が整備済みであり、緊急性の高い本丸

石垣修理や老朽化に伴う橋梁整備が終盤

に差しかかっているほか、重要文化財建

造物９棟の保存修理や防災設備の更新を

順次進めている。次期計画策定では、こ

れまでの実績を踏まえた整備期間の設定

や内容の見直しに加え、より精度の高い

整備計画とした上、整備の実現に努める。

弘前型ラーケーションの創設について

■問 ひろさき卍学との連携を問う。

■答 ひろさき卍学を保護者と取り組む弘

前型ラーケーションとして位置づけるこ

とは、児童生徒の郷土理解を一層深め、

学校での学びを日常生活等に結びつけら

れ、保護者も郷土の魅力を再発見できる

など、弘前ならではの取組として他の先

行地域と一線を画すものになると考える。

教育行政について

■問 学校の施設開放について伺う。

■答 児童生徒等の安全な遊び場の確保や、

市民のスポーツ活動の普及振興を図るた

め、スポーツ少年団や地域住民等に、体

育館やグラウンド等の学校施設を開放す

る学校施設開放事業を実施しており、市

民の健康増進と地域の交流活動が促進さ

れるよう、本事業の推進に努めていく。

身寄りのない単身者等への支援について

■問 終活支援の在り方に係る市の方針は。

■答 身元保証や入院、入所に係る手続等

は日常的に本人に関わるケアマネジャー

等が対応に苦慮しつつ善意で代行してい

るのが実情。安心して終活支援サービス

を利用できる体制の確立が必要と考え、

今年度、市社会福祉協議会に委託し、福

祉分野の相談支援や市内民間事業者と連

携したサービスの提供ができるよう包括

的な相談・調整窓口の整備を進めている。

学校外での地域活動について

■問 位置づけや意義についてどのように

考えているのか。トラブル等があった場

合はどのような対応をしているのか伺う。

■答 学校外における地域活動は、子供た

ちの生きる力を育む大切な取組の一つと

認識しており、子供たちが地域と深く関

わる貴重な機会となるだけではなく、豊

かな人間性と社会性を育む場として重要

と考える。現在、中学校の部活動改革が

選挙における投票所の立会人について

■問 選任方法と報酬額について問う。

■答 投票立会人の選任方法は、各投票区

内の町会長に適任者を推薦していただく

こととしており、また、期日前投票所の

立会人は、弘前市明るい選挙推進協議会

の構成団体に推薦を依頼しているほか、

若い世代への選挙啓発も兼ねて大学生を

対象に希望者を公募し、選考のうえ決定

している。投票立会人への報酬は、地方

自治法の規定に基づき市町村が支払うこ

ととなるが、国会議員の選挙に関しては、

国が負担することとされており、国会議

員の選挙等の執行経費の基準に関する法

律に定める基準額を参考に設定しており、

報酬額は、本年６月の改定後の基準額と

同額の１万2400円としている。

〈その他の質問項目〉○弘前市総合計画

と第２期中心市街地活性化基本計画につ

いて

樋 川　 篤 子

工 藤　 裕 介

畑 山　 聡

坂 本　 崇

成 田　 大 介

（弘前さくら未来）

（弘前さくら未来）

（ 奏 望 会 ）

（弘前さくら未来）

（創和・公明）
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多文化共生社会について

■問 市の取組は。

■答 市では、弘前市総合計画や弘前市男

女共同参画プラン2023に基づき、国際

交流を推進し、互いに文化的な違いを認

め合い、対等な関係を築きながら共に暮

らしていく、多文化共生社会の実現に向

けた各種取組を着実に進めていく。

当市の中小企業支援について

■問 賃上げ支援の取組は。

■答 従業員の生活水準の維持・向上と人

材定着を図るため、賃金・所得の増加に

積極的に取り組んでいる中小企業等を

しっかりと支援する必要があるものと判

断し、市独自の支援に関する補正予算を

今定例会一般質問最終日に追加提出する

予定であり、今後も市内企業の経営と雇

用環境の安定化に向けた取組を推進する。

〈その他の質問項目〉○子供版「はじめ

ての防衛白書」について

消防団活動について

■問 活動におけるＤＸ化について。

■答 出動報酬を支払うために必要な出動

報告書は活動終了後、主に分団長が活動

内容等の実績を集計し、手書きで作成し

ており、点検結果報告等も紙ベースで作

成の上、地区団長が取りまとめ、毎月防

災課に持参していただいている。報告事

務の効率化など団員の負担軽減について

は、検討が必要であると考えている。

学生視点の公共交通について

■問 弘南バスに対する援助や運転手の担

い手不足について伺う。

■答 人口減少や少子高齢化が進行する中

でも、学生をはじめとする交通弱者が安

心して利用できる公共交通サービスを提

供していくため、路線バスへの運行費補

助を継続し、人材確保や利用促進に向け、

様々な関係機関や市内の事業者等と連携

し、各種施策に取り組んでいく。

サッカーＪリーグのキャンプ誘致

■問 第２回定例会からの約３か月におけ

る、誘致に向けた市の取組を伺う。

■答 ６月と７月に県が実施したＪリーグ

クラブキャンプ誘致視察ツアーに同行し、

８月は民間団体と共に新潟県のチームを

訪問し、誘致に向けた意見交換を実施。

これらを通じＪリーグチームと直接会話

をすることで、各チームがキャンプ実施

に当たり重要視している環境を改めて把

握できた。キャンプの実施により、参加

者や観客による宿泊や飲食等で市の経済

循環が促進され、期間中のサッカー教室

開催を通じた地域交流の促進、市内クラ

ブチームとのトレーニングマッチ開催に

よる競技力の向上等、様々な効果が見込

まれる。また、一流のプレーを間近で見

るという経験が、子供たちへのよい刺激

になると考えており、当市に興味を持っ

ているチームへ積極的に働きかけていく。

令和６年度決算から読み解く今後の財政

について

■問 当市の財政の現状は。

■答 物価高騰や人件費上昇などの社会情

勢が当市の財政運営にも大きな影響を与

えている中で、令和６年度は観測史上最

大の積雪深を記録した豪雪と重なり、難

しい財政運営を強いられた年であった。

一般会計の基金残高は、令和５年度決算

と比較し約22億円の減少となった。

子供たちの笑顔と学びの場をつなぐ、弥

生いこいの広場の今後について

■問 整備方針の見通しは。

■答 平成27年度に弥生いこいの広場再整

備基本計画を策定し改修を検討してきた

が、整備に必要な財源の確保や運営収支

改善のめどが立たず整備に至っていない。

〈その他の質問項目〉

○選ばれるまち弘前に向けて、視察受入

先としての政策価値の検証について

竹 浪　 敦

木 村　 隆 洋

三 浦　 行

竹 内　 博 之

（創和・公明）

（弘前さくら未来）

（創和・公明）

（日本共産党）

ひろさき市議会だより　第84号 ５

令和７年第３回定例会日程 （35日間）

弘前市マスコットキャラクター

たか丸くん りんごバージョン

○傍聴者の数：４３人

　８月29日(金)　本会議　　　　　開会、会期の決定、
　　　　　　　　　　　　　　　　提案理由の説明
　８月30日(土)～９月８日(月)　　議案熟考
　９月９日(火)～９月11日(木)
　　　　　　　　本会議　　　　　一般質問
　９月12日(金)　本会議　　　　　一般質問、議案付託
　９月17日(水)　常任委員会　　　厚生、経済文教、
　　　　　　　　　　　　　　　　建設、総務
　

　９月18日(木)～９月23日(火）　 議事整理
　９月24日(水)～９月26日(金)
　　　　　　　　常任委員会　　　予算決算
　９月29日(月)　常任委員会　　　予算決算
　９月30日(火)　特別委員会　　　議会改革
  ９月30日(火)～10月１日(水)　　議事整理
　10月２日(木)　本会議　　　　　各委員長の報告、
　　　　　　　　　　　　　　　　質疑、討論、
　　　　　　　　　　　　　　　　表決、閉会



ＤＸの推進状況と計画について

■問 デジタル特命チーム設置に関し伺う。

■答 今後、「ＤＸ推進ワーキンググルー

プ」を立ち上げ、デジタル技術を活用し

た課題解決に向け、活動を通じて知識や

スキルの向上を図っていく。

避難所の具体的な改善計画等について

■問 ＴＫＢ４８の現状等を伺う。

■答 ＴＫＢ４８の取組を関係機関等と連

携して進めることで、被災者が安心し滞

在できる避難所環境の整備を進めていく。

安心の市民総合窓口について

■問 新たな体制の構築について問う。

■答 市民生活センターの機能を強化し、

市民に分かりやすく発信することで、内

容が複雑でどこに相談すればよいか分か

らない等の悩みを抱えた方が安心して相

談できる体制の整備を図っていきたい。

〈その他の質問項目〉○一人も取り残さ

ない新たな英語学習について

弘前市の医療機関の現状について

■問 閉院及び新規開業の推移等を伺う。

■答 市内に開院されている診療所数は、

県の医務関係施設名簿によると、毎年４

月１日時点で、令和５年が158施設、令

和６年が157施設、令和７年が154施設で、

減少傾向。新規開院及び閉院の内訳は、

令和５年度中が新規開院２施設に対し、

閉院が３施設、令和６年度中は新規開院

２施設、閉院５施設と、閉院数が上回り、

総じて減少となっている。６月開催の全

国市長会議における「地域保健医療施策

の充実に関する重点提言」には、物価高

騰に対する財政支援や社会経済情勢等を

踏まえた診療報酬見直しに係る柔軟な対

応等を盛り込み、国に対し要望している。

〈その他の質問項目〉

○スクールバスの活用と通学環境の改善

○小中学校の熱中症対策　○小中学校に

おける発達障がい児童への支援

移住支援について

■問 施策強化を計画しているのか伺う。

■答 ねぷた以外の地域資源による関係人

口の裾野を広げるための取組や地域資源

等の体験機会を提供し、当市に継続的、

かつ深く関わる人を増やす取組を進める。

今年産の水田政策と今後について

■問 作付け面積の把握状況は。

■答 速報値で主食用米が2,896ヘクター

ル、大豆が472ヘクタールでともに前年

比増、飼料用米は58ヘクタールで前年

比減、特に飼料用米から主食米への移行

が進んでいる状況が見られる。

昨冬のりんご雪害支援について

■問 申請に係る支援について伺う。

■答 国の支援事業で必要な被害証明書の

申請には、被害状況が分かる写真が必要

だが、伐採済み等の理由で準備できない

場合には生産者立会いのもと、職員が現

地で確認するなど、柔軟に対応している。

外 崎　 勝 康

須藤　江利加

石 山　 敬

県立郷土館について

■問 誘致に向けた市の見解は。

■答 青森県立郷土館整備検討会議の動向

を注視し、県とより一層の連携を図ると

ともに、本市の持つ歴史と文化の重層性

や、県内有数の観光地として「訪れやす

さ」のある立地の優位性を積極的に伝え

ることにより、県立郷土館の誘致に向け

て全力で取り組んでいく。

プールの現状と今後について

■問 プール施設の整備方針は。

■答 プールは、市が目指す健康都市弘前

の実現のために有効な施設であり、整備

に当たっては、既存プールの老朽度や利

用状況などを踏まえつつ、通年利用や熱

中症対策などにも配慮し、子供から高齢

者まで利用しやすいものにするとともに、

国の補助など有利な財源の活用や民間施

設の活用など、あらゆる可能性を研究し、

市全体のプールの在り方を検討する。

工 藤　 賢 生
（ 奏 望 会 ）

（創和・公明）

（日本共産党）

（創和・公明）

ひろさき市議会だより　第84号６

議案等に対する各議員の賛否状況 議案は、○は賛成、●は反対。－は採決に加わらなかったもの。

※賛否が分かれた議案等のみ掲載しております。
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令和６年度弘前市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和６年度弘前市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて



工業団地造成について

■問 今後の団地造成の進め方を問う。

■答 産業用地の整備は、雇用の維持・創

出及び税収増加など、地域経済の活性化

に寄与する重要な取組である。企業の設

備投資が活発化し、当市でも企業からの

土地需要の相談が増えており、今年度か

ら整備に向けた取組を開始した。４月に

は産業用地整備推進室を設置、６月には

経済産業省の採択を受け、一般財団法人

日本立地センターへ調査を業務委託した。

整備面積の規模については、国支援の活

用も視野に入れ、企業が求める土地利用

面積も踏まえ検討する。企業誘致の活動

は、整備事業と並行し着実に進める。

〈その他の質問項目〉○参院選青森選挙

区における勢力逆転の政治状況下にある

櫻田市長の今後の政治姿勢について

○奥羽本線青森・弘前間の度重なる冬期

間の運休解消対応策について

人口減少対策について

■問 市はどのようなプランで取り組んで

きたのか。今後の方向性についても伺う。

■答 減少スピードの緩和を目指すという

考えのもと取り組んできており、今後も

その考え方を継続しつつ、少子化対策や

移住者増加に向けた様々な取組や、当市

で現在暮らす方に、将来も住み続けたい

と思ってもらえるまちづくりを行う必要

がある。現在の市総合計画後期基本計画

では、健康都市弘前を市政の基軸に据え、

「ひとの健康」「まちの健康」「みらいの

健康」の３つのリーディングプロジェク

トをはじめ、子育て、商工業、都市基盤、

移住・交流等の各施策に分野横断的に取

り組んでいる。後期基本計画に基づき、

地域活力の振興など様々な取組にチャレ

ンジし、市民との協働、国や県、圏域市

町村との連携を通じ、将来にわたり持続

可能なまちづくりを着実に進めていく。

町会連合会と町会活動について

■問 町会連合会と町会活動について伺う

■答 現在は市内312町会と小学校区ごと

に26地区に分かれた地区町会連合会が組

織されている。市町会連合会及び町会は、

住民にとって快適で住みやすいまちづく

りを目指して自主的に活動する住民組織

で、地域社会で重要な役割を担っている。

市では、地域と行政のつなぎ役を担うエ

リア担当職員を全町会に配置。町会から

の要望や意見等を市役所に届けやすくし、

課題解決に向けた取組を進めている。

嶽温泉について

■問 嶽温泉の現状について伺う。

■答 現在は、数本ある源泉の組合せを調

整するなどの工夫により、営業に支障の

ないまでに回復し、入浴、宿泊客も戻り

つつあると伺っている。嶽温泉は今後も

岩木山麓の観光拠点の一つとして重要な

役割を担っていくものと期待している。

佐 藤　 哲
（ 櫻 鳴 会 ）

齋 藤　 豪

石岡　千鶴子

生活保護行政について

■問 最高裁判所は６月27日に、国が平成

25年から３年間行ってきた生活保護基準

引下げを違法と判断したが、当市の当該

期間の減額規模を答えよ。自治体も「制

度の執行者」として問われるべき事はな

いのか。今回の判決をどのように受け止

めているのか答えよ。

■答 生活保護受給世帯数と実人員の月平

均は平成25年度が3,681世帯、4,556人。生

活扶助費の減額規模は、平成24年度と

平成25年度から27年度までの各年度と

の差額を合計すると１億937万3623円と

なる。市としては、国の検討状況を注視

し、方針が示された際には、対象となる

方々への情報提供や相談支援を丁寧に行

うとともに必要な事務を適切に実施する。

〈その他の質問項目〉○中心市街地活性

化について　○弘南鉄道について（大鰐

線の代替交通、地域観光魅力向上事業）

千 葉　 浩 規
（日本共産党）

（ 奏 望 会 ）

（無所属(りんごの会))

。

ひろさき市議会だより　第84号 ７

　本会議の傍聴やインターネットでの中継視聴ができない方の

ため、ラジオ放送もしています。ＦＭアップルウェーブ（周波

数７８．８メガヘルツ）で、一般質問等の様子を当日午後８時から

放送します。※緊急時、災害時には変更される場合もあり。

定例会一般質問等のラジオ放送

※議会での慎重審議により、可決、認定、同意となりました。

市長提出議案：24件

予算関係：７件、決算関係：６件、条例関係：２件、

そ の 他：９件
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議長（尾﨑寿一）は採決に加わっていません。
令和７年第３回定例会審議結果



委員会等活動報告委員会等活動報告

ひろさき市議会だより　第84号８

会派一般行政視察会派一般行政視察

櫻鳴会
７月23日(水)～24日(木)

①神奈川県三浦市　

　○ウォーターＰＰＰについて

議会（本会議、委員会など）は原則、

どなたでも傍聴でき、市役所前川本館

４階で受付しております。　　　　　

●議●会○を●傍●聴
　　　○し○ま○せ○ん○か

　　　　　　　　次回定例会日程（予定）

　(11月21日(金) 議会運営委員会　 会期日程等の協議）     

 　11月28日(金) 開会日（本会議） 開会、会期の決定、 　 

　 　　 　　　　　　　　　 　 　 提案理由の説明

 　12月24日(水) 閉会日（本会議） 各委員長の報告、質疑

　                               討論、表決、閉会

※日程については、議会開会前にホームページ等でご確認ください。 

７月25日(金)　市役所

①掲載内容について

10月２日(木)　市役所

①掲載内容について　②編集日程について

委員会行政視察委員会行政視察

総務常任委員会総務常任委員会
８月18日(月)～20日(水)

①島根県出雲市

　○出雲の「いいね！」発信事業につい

　　て

　○縁結びデジタルプロモーション事業

　　について

②香川県高松市

　○スマートシティたかまつ推進事業に

　　ついて

表 紙 の 写 真 大 募 集 !!表 紙 の 写 真 大 募 集 !!

◎テーマ　  弘前市内で撮影された写真
　　　　　  (風景・まつり・イベントなど)
◎規格　　  デジタル写真データ
　　　　　  (JPEG形式、サイズ１MB以上、横撮りのみ)
◎応募資格　弘前市に在住・在勤・在学の方
◎応募方法　写真のタイトル(10文字以内)・撮影場　
　　　　　  所・撮影日・住所・氏名・電話番号を　
　　　　　  明記の上、メール、郵送、持参。
　　　　　　※メールの場合は、件名に「だより表　
　　　　　　  紙写真」と入力してください。
◎締め切り　締め切りは令和８年１月９日(金)です。
◎掲載時期　令和８年３月発行予定の第85号

【詳しくはホームページ、または議会事務局へ】

三浦市にて

議会改革特別委員議会改革特別委員

７月16日(水)　市役所

①正副議長に関することについて

②議員定数に関することについて

③次の委員会の開催日について

８月25日(月)　市役所

①正副議長に関することについて

②議員定数に関することについて

③次の委員会の開催日について

ひろさき市議会だよりひろさき市議会だより
編集特別委員会編集特別委員会

厚生常任委員会厚生常任委員会

８月18日(月)　市役所

○健康寿命延伸に向けた弘前大学ＣＯＩ－

　ＮＥＸＴに関する取組について

奏望会
７月28日(月)～30日(水)

①大分県豊後高田市　

　○５年連続住みたい田舎ランキン

　　グ１位の取組について

②大分県別府市　

　○ラーケーションの取組について

無所属議員（東雲　野村　太郎)
７月23日(水)～24日(木)

①神奈川県三浦市　

　○ウォーターＰＰＰについて

神戸市にて

創和・公明
８月５日(火)～８日(金)

①兵庫県神戸市　

　○保護猫条例、殺処分の取組に

　　ついて

②愛媛県今治市　

　○自転車を活用した観光の取組

　　について

③愛媛県松山市　

　○中心市街地活性化の取組につ

　　いて

別府市にて

建設常任委員会建設常任委員会
８月27日(水)　土手町周辺

○歩きたくなるまちなか形成事業について

土手町周辺のまち歩きの様子

９月30日(火)　市役所

①正副議長に関することについて

②議員定数に関することについて

③次の委員会の開催日について

三浦市にて

開かれた議会を目指し、より傍聴しやすい環境づくりを行う

ため、弘前市議会は６月に傍聴規則の一部を改正し、体調管理

のための水分補給に限り傍聴席へのペットボトル飲料の持ち込

みを認めるなどの改正を行いました。
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